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所長 平安山 敏和

本研究所では、ICT機器の活用を円滑に進めるた
めに、各小中学校へインストラクターを派遣する事
業を実施しております。各学校の校内研修や学年会
及び教科会の際に活用下さい。
詳しい内容については、担当指導主事（新垣）ま

で御確認下さい。また、PC関係の修理やネットワー
ク関係のトラブル等については、情報機器類障害対
応直通電話（917－3521）をご利用下さい。

８日 (火) 第 2回中堅教諭等資質向上研修
1０日 (木) 特別活動主任研修会
1 1日 (金) 教科等課題に係る研修(小中一貫教育講演会)
1４日 (月) 教職3年目研修(那覇教育事務所共催)
1５日 (火) 授業づくり講座Ⅰ
1７日 (木) 第３回初任者研修
２２日 (火) 研究主任研修会
２４日 (木) 第１回情報教育担当者会
２９日 (火) 第１回教職５年経験者研修
３１日 (木) 第４回初任者研修

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

所
長

平
安
山

敏
和

五
月
に
入
り
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
も
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
少
し
ず
つ
落
ち

つ
い
て
園
・
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
教
育
研
究
所
も
法
定

研
修
で
あ
る
初
任
者
研
修
、
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
学
校
・
園
、
教
育
委
員
会
各
課
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

教
育
研
究
所
は
、「
教
育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
及
び
教
育
関
係
職
員
の
研
修
を
行
う
」
と
い
う

設
置
の
目
的
に
沿
い
、
ま
た
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
、
関
係
各

課
や
他
教
育
育
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
、
教
育
関
係
職
員
の
資
質
向
上
、

情
報
教
育
支
援
等
の
充
実
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

去
っ
た
平
成
二
十
九
年
三
月
に
新
し
い
指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
で
の
完

全
実
施
、
ま
た
小
学
校
で
平
成
三
十
二
年
度
、
中
学
校
で
平
成
三
十
三
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に

向
け
、
先
行
実
施
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
に
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
の
枠
組
み
を
維
持
し
、「
子

ど
も
た
ち
が
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
た
め
の
資
質
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
」「
子
ど
も

た
ち
に
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
社
会
と
共
有
し
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
を
重
視
す
る

こ
と
」「
知
識
の
理
解
の
質
を
さ
ら
に
高
め
、
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
」
「
道
徳
教
育
の
充

実
」
「
体
験
活
動
の
重
視
」
「
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
の
充
実
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
は
①
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
（
個
別
の
知
識

・
技
能
）
②
知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
）

③
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
（
人
間
性
や
学
び
に
向
か
う

力
）
の
３
つ
の
柱
と
し
て
整
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
子
ど
も
た
ち
に
育
む
た
め
、「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
」
と
い
う
学
習
の
意
義
を
共
有
し
な
が
ら
、
授
業
の
創
意
工
夫
や
教
材
の
改
善
が
図
れ
る

よ
う
、
全
て
の
教
科
等
で
３
つ
の
柱
を
踏
ま
え
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
め
ざ
し

た
教
育
課
程
・
授
業
改
善
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
、
３
つ
の
柱
を
踏
ま
え
た
具
体
的
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
「
中
央
教
育
審
議
会

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

論
点
整
理
」
を
参
考
に
左
記
に
示
し
ま
す
。

柱
①
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
着
実
に
獲
得
さ
せ
、
既
存
の
知
識
・
技
能
と
関
連

さ
せ
て
知
識
・
理
解
の
定
着
を
図
り
、
社
会
の
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
知
識
・
技
能
と
し

て
体
系
化
し
な
が
ら
各
教
科
等
に
関
す
る
個
別
の
知
識
や
技
能
を
着
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

柱
②
問
題
を
発
見
し
、
解
決
の
方
向
性
を
決
定
し
、
解
決
方
法
を
計
画
し
、
予
想
し
な
が
ら

実
行
し
、
経
過
を
振
り
返
っ
て
次
の
問
題
発
見
、
解
決
に
繋
げ
さ
せ
る
。
ま
た
、
情
報
を
他
者

と
共
有
し
な
が
ら
、
対
話
や
討
論
を
通
じ
て
互
い
の
多
様
な
考
え
の
共
通
点
や
相
違
点
を
理
解

し
、
協
力
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
し
て
い
く
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
。

柱
③
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
力
や
自
己
の
感
情
や
行
動
を
統
制
す
る
能
力
、
自
ら
の
思
い

や
プ
ロ
セ
ス
を
客
観
的
に
捉
え
る
力
を
高
め
、
柱
①
②
の
資
質
能
力
を
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
働
か
せ
て
い
く
か
決
定
付
け
る
力
を
育
成
す
る
。

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
踏
ま
え
た
授
業
作
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
各
小
中
学

校
、
園
、
及
び
関
係
機
関
と
の
相
互
連
携
に
よ
り
実
践
を
重
ね
て
い
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

5月１５日(火)に「授業づく
り講座Ⅰ」を開催します。
4月に行った「学級づくり

講座」に引き続いて対象者は、臨時的任用教職
員及び非常勤講師、その他受
講希望する教員となっており、
「マイノートの活用」につい
て講義･演習を行います。各教

科に関わる教材研究の方法や授業の進め
方など、演習を予定しています。 （学級づくり講座の様子）

５月２９日(火)に「第 1回 教職５年経験者研修」を行
います。今回の研修は、「教職員の身分と服務」「情報モ
ラル」の講義を通して、今後の実践的な指導力の向上を
目的に実施します。
また、これまでの実践を振り返り、各自のテーマに合

わせた「課題研究」に取り組みます。
そして見いだした課題の解決に向け
て、研究授業の実施、報告書作成等、
校長先生、教頭先生を中心に進めてい
ただきます。 （昨年の様子）

 

 


